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一
、
刑
事
手
続
に
お
け
る
デ
ュ

l

・
プ
ロ
セ
ス
の
意
義

回

宮

裕

ア
メ
リ
カ
の
憲
法
は
、
デ
ュ
i
・
プ
ロ
セ
ス
(
適
正
手
続
V

条
項
を
二
つ
も
っ
て
い
る
。

利
章
典
の
一
部
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
修
正
一
四
条
で
、
州
に
対
す
る
規
制
と
し
て
の
意
味
を
も
っ
。
よ
く
問
題
に
さ

れ
る
の
は
後
者
で
、
こ
こ
で
と
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
の
も
一
四
条
の
そ
れ
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
は
、
周
知
の
よ
う
に
連
邦
制
度
を
と
っ
て
い
て
、
多
く
の
事
項
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
刑
法
お
よ
び
そ
の
施
行
の
方
法
と

一
つ
は
、
修
正
五
条
で
、
連
邦
に
お
け
る
権
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説

し
℃
の
刑
事
訴
訟
法
も
、
そ
れ
ぞ
れ
砂
地
方
一
め
実
情
に
合
う
よ
う
に
、
各
州
で
自
由
に
決
め
て
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
原
別

で
あ
る
万
と
ζ
ろ
が
、
近
時
め
最
高
裁
の
判
例
を
概
観
し
て
み
る
と
、

ζ

の
点
に
つ
き
連
邦
が
、
修
正
一
四
条
の
デ
ュ

l

・
。
プ
ロ
セ
ス
を

使
づ
て
‘
州
の
刑
事
手
続
に
J

介
入
し
て
か
く
産
合
い
が
急
速
に
増
え
て
い
る
ζ

と
が
わ
か
る
。

論

J

アュ

1
・
プ
匝
セ
ス
は
、
古
-4
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
め
「
い
か
な
る
自
由
人
も
、
土
地
の
法

(-zs口忠
一

に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
逮
捕
、

監
禁
、
差
押
、
法
外
放
置
、
追
放
を
受
け
、
ま
た
は
そ
の
他
の
方
法
で
侵
害
を
受
け
な
い
」
と
い
う
文
言
に
起
源
を
も
っ
と
い
わ
れ
る
。
し

か
し
、

の
ち
の
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
が
げ
る
発
展
か
ら
帰
納
す
る
と
‘
そ
の
内
容
は
も
っ
と
深
く
か
っ
総
括
的
で
、
む
し
ろ
、
自
然
法

的
な
規
定
だ
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
デ
ュ

l

・
プ
ロ
セ
ス
の
解
釈
を
分
析
す
れ
ば
、
裁
判
所
の
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
が

如
実
に
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

一
八
九

0
年
代
か
ら
い
わ
ゆ
る
ニ
ュ

l
・
デ
ィ

l
ル
に
至
る
時
期
に
は
、
私
有
財
産
権
と
契

約
の
自
由
の
保
障
が
と
め
規
定
に
続
み
込
'
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
本
主
義
経
済
の
法
的
な
支
柱
に
な
っ
た
。
労
働
立
法
は
違
憲
と
さ

れ
、
企
業
の
島
薗
な
渦
鋸
応
、
対
す
る
統
制
は
無
効
と
宣
言
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
三
七
年
止
を
境
に
、
ニ
ュ

l

・
デ
ィ

i
ル
違
憲
の
判

例
が
変
更
さ
れ
、
経
済
活
動
に
対
す
る
立
法
的
・
行
政
的
統
制
も
、
よ
ほ
ど
極
端
に
走
ら
な
け
れ
ば
、
無
効
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ

た
。
そ
し
て
、
む
し
ろ
州
際
通
商
の
拡
張
的
な
適
用
に
よ
っ
て
、
連
邦
の
経
済
的
権
限
が
広
く
強
く
な
っ
て
い
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、

一
九
四

O
年
か
ら
五

O
年
に
か
け
て
は
、

ま
た
違
っ
た
局
面
が
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
ん
ど
は
、
市
民
的
な
自
由
権
。
窓
り
個

人
の
基
本
的
人
権
が
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
の
内
容
と
し
て
高
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

一
方
で
、
修
正
一
条
の
一
言
論
の
自
由

が
一
四
条
に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
て
、
と
れ
を
侵
サ
州
法
帯
地
方
公
共
団
体
め
条
例
が
違
憲
と
断
ぜ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
他
方
で
、
刑
事
手

続
の
重
要
部
分
が
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
の
規
制
に
服
し
、
連
邦
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
方
向
は
、

デ
ュ

l
・
プ
ロ
宅
久
め
淵
源
を
々
グ
ナ
・
カ
ル
タ
ル
ま
で
遡
っ
て
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
本
来
の
機
能
、

つ
ま
り
、
手
続
的
な
正
義
の
保

障
と
い
う
本
質
に
か
え
っ
た
の
だ
と
評
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

フ
ラ
シ
グ
フ
7
1
タ
ー
が
「
自
由
の
歴
史
は
、
多
く
手
続
的
保
障
の
順
守

北法 14(3・4-156)54(}
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の
康
史
だ
q

た
」
と
い
う
よ
ラ
ロ
ぃ
手
線
的
正
義
時
公
正
は
、
人
楢
の
最
も
基
本
的
た
保
障
の
一
つ
な
の
で
あ
る
ο

そ
れ
と
同
時
に
、
ニ

の
方
向
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
、
現
時
の
最
高
裁
の
人
権
応
対
す
る
高
い
感
覚
と
並
々
な
ら
ぬ
執
念
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
下
、
一
本
稿
で
は
、

ζ

の
刑
事
手
績
に
お
け
る
人
権
が
、
デ
品
1
・
プ
曽
セ
ス
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
く
過
程
を
眺
め
る
わ
け
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
特
殊
な
~
問
題
で
、
わ
が
国
の
場
合
に
は
参
考
に
な
ら
な
い
、
と
い
う
議
論
も
あ
り
え
よ
う
。
な
ぜ
な

ら
、
ア
メ
リ
カ
で
デ
品
1
・
プ
ロ
セ
ス
演
が
発
展
し
た
の
は
、
連
邦
制
を
と
る
た
め
に
、
連
邦
と
州
の
特
殊
な
関
係
が
、
デ
ュ

l

・
プ
世

セ
ス
を
通
じ
て
発
現
す
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
が
園
に
は
、
連
邦
制
度
と
い
う
複
雑
な
関
係
は
な
く
、
憲
法
三
三
条
か
ら
四

O
条
ま
で
の
権

利
章
典
L
た
い
が
、
国
家
権
力
か
ら
園
民
を
f

守
る
も
の
と
し
℃
、
直
接
有
効
に
働
ら
く
。

ア
メ
ザ
カ
と
か
が
菌
で
は
、
問
題
の
場
は
違
う
し
、
発
現
の
態
様
も
異
な
っ
-
た
様
相
、
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
次
の
こ

ζ

う
し
て
、

A

般
的
に
い
っ
て
、
最
高
裁
の
示
す
人
権
感
覚
や
人
権
の
保
障
に
対
す
る
熱
意
は
、
十
分
他
山

の
石
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
わ
が
国
の
憲
法
で
は
、

と
広
い
え
る
ち
息
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

い
わ
ば
三
三
条
以
下
に
詳
細
な
か
た
ち
で
、
刑
事
手
続
に
お
け
る
デ
ュ

l

-
プ
ロ
セ
ス
が
拡
張
さ
れ
具
体
化
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
解
釈
・
構
成
に
あ
た
っ
て
、
何
が
基
本
的
な
公
正
の
要
求
か
を
知
る
こ

と
は
、
大
い
に
参
考
に
な
る
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
し
て
、
右
の
規
定
を
な
か
な
か
動
か
し
た
が
ら
な
い
わ
が
国
の
裁
判
所
に
対
し
て
、
せ

斉唱事手続aデュー・プロセス

め
て
デ
ュ

l

・
プ
ロ
ゼ
メ
と
さ
れ
て
い
る
程
麗
の
係
障
は
宣
言
し
て
ほ
し
い
と
要
求
で
き
る
意
義
は
あ
る
。
そ
れ
に
、
三
三
条
以
下
の
保

障
が
詳
細
で
は
あ
れ
、
決
し
て
網
羅
的
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
コ
二
条
の
総
括
規
定
に
ど
う
い
う
内
容
を
お
り
こ
む
か
と
い
う
仕
事

は

残

;

ぃ

3
3長
。
と
う
し
て
、
筆
画
会
内
容
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
わ
が
憲
法
の
問
題
を
論
ず
る
上
に
も
十
分
意
畿

の
あ
る

ζ
&
と
思
杓
れ
る
。
し
か
し
‘
本
稿
で
は
、
お
d
p
法
JO論
点
を
示
唆
一
L
、
あ
る
い
は
解
釈
論
を
展
開
す
る
、
余
裕
は
な
い
の
で
、
ひ

ア
メ
リ
カ
の
発
展
状
況
を
紹
介
す
る
こ
と
を
主
な
任
務
と
し
た
い
。

と
ま
ず
、

(

1

)

「
州
は
、
尉
四
人
応
対
し
て
も
適
正
な
昌
秀
続
き
を
緩
沿
い
す
喝
そ
の
生
命
、
畠
由
お
よ
び
財
産
を
奪
守
て
は
な
ら
な
い
J

北法 14(3・ 4~157)541 



説

(
2
〉
何
?
?
【

U
E
g
m
0・冨い
Z
g
r
2
b
惣
-
F
E
-
-
w
n
D
-
ぐ・

ζ
5
5
8
F
Z
A
F
C
-
ω
・
企
∞

(HSO)U
匡
方
向
め
〕
言
〈
・

F
S
E
E
P
]
E
C・ω・印叶∞(同∞由叶)山

門

2
5
2
〈
-zo当
JへO
H
F
S∞
C
・m-AH印
(
5
8
)
引
nE3ω
向
。
〈
・
関
自
由
♂

Nω
出口・∞
-H(混同日)・

(
3
)
Z
$
r
u
〈
-
Z
2
J問。円
F
N
S
C・ω
-
m
o
N
(凶
器
串
)
引
巧
皇

(UDmm片
山
C
件。一

nc・〈・

3
5
m
y
ω
c
c
c・ω・
ω
3
2
8
3
u
C
E丘
∞
富
田
〈
-
U
R
Z
-

U
M
N
C・ω
-
H
S
(包含)引

d
g同町
内
田

ω
g
Z
ω
J
F
問
。
円
目
的
問
。
ヨ
ご
U守
O
宮
s
t〈♂同ロ
F
ω
ミ
ピ
・
∞
-
a
ω
(凶器申)・

(

4

)

内

U
?
の悶

E
E
-
E回
開

申

何

回

円

同

盟

吋

E
C
Z
H
J
B
u
m
J
E吋
国
師

(
S
S
)山

P
3
F
U意
向
ミ

b
s
S町
、
、
白
号
、
ミ
ミ
ヨ
ミ
h
白
戸
〔
同
由
主
〕
巧

v

r
m
2・
8.

(ラ

)
Z
n
Z与
r
J
F
C
E
H
O仏

ω
g
g
p
臼∞

C-mwωωN-
回
同

ω会

(HEω)
・

(
6
〉
こ
の
点
で
、
最
判
昭
和
三
七
・
一
一
、
二
八
刑
集
一
六
・
)
一
・
一
六
七
七
/
一
五
九
三
(
関
税
法
ゆ
第
三
若
没
収
を
違
憲
と
し
た
判
決
)
は
重
要
な

意
義
を
も
っ
て
い
る
。

論

ニ
、
州
の
刑
事
手
続
に
対
す
る
連
邦
の
介
入

付

最
高
裁
が
デ
ュ

l

・
プ
ロ
セ
ス
を
使
っ
て
、
州
の
刑
事
手
続
に
介
入
し
て
い
く
傾
向
は
、
近
時
す
さ
ま
じ
い
ば
か
り
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
、

ほ
ん
の
こ
こ
三
十
年
来
の
現
象
に
す
ぎ
な
い
。
も
っ
と
も
、
在
来
も
、
連
邦
が
州
に
対
し
て
超
然
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

ぃ
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
裁
判
所
は
、
ま
だ
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
て
は
い
な
か
っ
た
。

連
邦
の
介
入
は
、
司
法
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
立
法
や
行
政
の
面
で
な
さ
れ
る
に
止
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
前
者
の
例
と
し
て
、
例
え
ば

婦
女
子
を
不
道
徳
な
目
的
で
州
際
に
運
搬
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
一
九

O
四
年
の
マ
ン
法
、
一
九
一
九
年
の
ダ
イ
ヤ
l
法
と
よ
ば
れ
る
自
動

車
窃
盗
法
、
一
九
三
二
年
の
誘
拐
罪
に
関
す
る
有
名
な
リ

γ
ド
パ

l
グ
法
、
一
九
三
四
年
の
逃
亡
犯
人
に
関
す
る
法
律
な
ど
が
施
行
さ
れ

た
が
、
こ
れ
ら
は
、
ま
が
い
も
な
く
連
邦
政
府
に
犯
人
の
捜
査
や
訴
追
の
権
限
を
付
与
す
る
も
の
だ
っ
た
。
最
高
裁
は
、
こ
れ
ら
の
立
法

の
合
憲
性
を
支
持
す
る
判
例
を
出
し
は
し
長
、
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ブ
は
立
法
府
に
よ
っ
て
と
ら
れ
て
い
る
。

後
者
の
例
と
し
て
は
、
州
の
警
察
官
憲
の
連
邦
捜
査
局
や
麻
薬
取
締
庁
で
の
訓
練
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。
ま
た
、
連
邦
に
よ
る
指
紋

北法 14(3・4-158)542



記
録
の
保
存
と
か
、
犯
罪
捜
査
に
対
す
る
科
学
的
・
技
術
的
な
援
助
と
い
う
州
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
面
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

(1)ω
∞

ω124・∞
N叩
・
同
∞

d-mrn-
蜘
ほ
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ミ
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・

(
2
)
富
。

4
3同
〈
阿
国
同
口
F
岡、

H，E
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〉
口

4・
0司
O
口
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司
'
包
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5
5
"
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F
g
u
A
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∞
寸
』

4・
g
m
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・

(
3
〉
〉
口

4
0司
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d
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NN"
思
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【

U
F
N
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・
AF吋
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P
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同
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C
・ω・
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蜘
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・

(

4
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〉

2
。
司
忽
h
p

吋
同
血
切
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ω
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F
g
N
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品∞

ω
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J司
O
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E
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H
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誌
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g
ω
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h
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台

0
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何・問
-
m
D
E
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E
J『・
C
5
a
m冒
g
p
ω
。
。
ロ

ω・
問
。
由

(gmgu
出
cro
戸

C
E
H
m
L
ω
E
2・
N
N
4
d・ω・
ωC∞
(
5
5
)
U
C
E
a
ω
E
g
〈・

0
0
5
8
5

N
S
C
-
m
V
8
2
2
u
r
c
E
E
ω
z
g
d
p
F
V
H街
角

"ω
品
目

d
-
m
'
M
M
(
g
a
g
-

伺

こ
う
い
う
連
邦
の
立
法
や
行
政
的
な
方
面
で
の
州
へ
の
介
入
も
、
決
し
て
過
少
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
う
し

刑事手続企デュー・プロセス

一
九
一
ニ

0
年
代
に
な
る
と
、
刑
事
司
法
に
お
け
る
、
従
来
の
連
邦
と
州
の
権
限
の
峻
別
・
独
立
と
い
う
伝
統
的
な
観
念
は
も
は
や
時

代
遅
れ
と
な
り
、
こ
こ
に
新
し
い
「
協
力
的
な
連
邦
制
度
」
が
生
ま
れ
は
じ
め
た
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
新
し
い
連
邦
制
度
の
発

展
に
裁
判
所
が
寄
与
す
る
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
ず
っ
と
後
か
ら
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
九
三
二
年
の
バ
ウ
エ
ル
事
件
を
待
た
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
、
そ
の
先
駆
と

L
て
の
一
九
二
三
年
の
ム

l
ア
対
デ
ン
プ
シ
l
事
件
ま
で
は
、
こ
れ
と
い
っ
た

投
割
を
演
じ
な
か
っ
た
。
裁
判
所
は
、
そ
れ
ま
で
、
州
の
刑
事
司
法
を
コ
ン
ト

?
i
ル
す
る
商
で
は
、
ご
く
控
え
目
に
し
か
も
非
常
に
限

ら
れ
た
範
囲
で
機
能
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。

た
し
か
に
、
最
高
裁
は
非
常
に
早
い
時
期
に
、
コ

l
エ
シ
ズ
事
件
で
、
州
の
判
決
を
、
連
邦
問
題
が
包
含
さ
れ
て
い
れ
ば
、
連
邦
裁
判

所
が
審
査
で
き
る
と
し
た
。
し
か
し
、
}
八
六
八
年
の
修
正
一
四
条
の
採
択
前
に
、
こ
の
連
邦
の
権
限
が
発
動
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
、
精

々
管
法
の
官
僚
後
法
の
禁
止
と
か
私
権
剥
奪
法
の
禁
止
と
か
犯
人
引
渡
と
か
の
条
項
の
適
否
が
問
題
に
な
勺
た
に
止
ま
る
。
そ
し
て
、
実
は

修
正
一
四
条
採
択
後
も
、
し
ば
ら
く
問
じ
状
態
が
続
い
た
の
で
あ
る
。
同
条
項
が
州
の
刑
事
手
続
に
対
L
て
は
じ
め
て
適
用
を
み
た
の
は
、

て、
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説

一
八
八

O
年
の
ス
ト
ロ
!
?
事
件
だ
っ
討

と
こ
ろ
が
、

こ
れ
は
人
種
差
別
に
基
づ
く
陪
審
員
の
選
任
を
違
法
と
し
た
も
の
で
、

論

の
下
の
平
等
に
反
す
る
と
し
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
を
根
拠
と
は
し
な
か
っ
た
。
ほ
か
に
は
、
事
後
法
の
禁
止
条
項
の
州
へ
の
適
用
可
能
性

が
肯
定
丸
一

μ、
犯
人
引
渡
に
関
す
る
事
件
が
数
多
く
と
り
あ
げ
ら

M
f
連
邦
の
へ
イ
ピ
ア
ス
・
コ
ー
パ
ス
の
州
の
被
拘
禁
者
に
対
す
る
適

用
が
論
ぜ
ら
れ
た
。一
九
世
紀
か
ら
二

O
世
紀
に
か
け
て
、
相
当
長
期
に
わ
た
り
刑
事
手
続
に
つ
い
て
、
デ
ユ

l

・
。
プ
ロ
セ
ス
は
重
要
な
意
義

を
も
た
な
か
っ
允
。
こ
れ
は
、
当
事
者
が
問
題
を
提
起
し
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。
一
八
八

O
年
の
中
頃
か
ら
、
デ
ュ
1

・
プ
ロ
セ
ス

違
反
は
、
む
し
ろ
度
繁
く
主
張
さ
れ
一

mr
と
こ
ろ
が
、
裁
判
所
は
、
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
そ
の
適
用
を
拒
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

こ
う
し
て
、

同
じ
時
期
に
、
州
の
社
会
経
済
立
法
に
対
し
て
は
容
赦
な
く
デ
ュ

l

・
プ
ロ
セ
ス
を
発
動
し
て
い
た
の
と
対
照
す
る
と
、
興
味
の
深
い

も
の
が
あ
る
。
刑
事
司
法
の
面
に
お
い
て
は
1

連
邦
の
監
督
は
皆
無
に
等
し
か
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
う
し
て
、

一九一一一

二
年
ま
で
は
、

つ
ま
り
修
正
一
四
条
が
採
択
さ
れ
て
六
九
年
も
経
過
す
る
ま
で
は
、
デ
ュ

l

・
プ
ロ
セ
ス
法
の
近
代
的
な
展
開
を
見
る
と

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
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説

的
態
度
の
単
純
な
産
物
に
す
ぎ
な
い
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

統
領
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
三

O
名
以
上
の
裁
判
官
が
、
最
高
裁
の
ベ
ン
チ
に
坐
っ
た
が
、
こ
の
傾
向
は
、

一
つ
の
潮
流
の
如
く
、
自
信

論

一
九
三
二
年
の
バ
ウ
ユ
ル
以
後
、
九
人
の
大

に
満
ち
て
流
れ
広
が
っ
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。

一
九
三
二
年
が
、
禁
酒
法
の
末
期
に
あ
た
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
も
あ
る
。
た
し
か
に
、
禁
酒
法
は
、
刑
事
司
法
に
つ
い
て
、
全
国

的
な
規
模
で
、
つ
ま
り
、
連
邦
の
レ
ベ
ル
で
問
題
を
提
起
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

調
査
的
、
人
の
目
を
刑
事
へ
向
け
さ
せ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
初
期
の
調
査
は
、
犯
罪
現
象
を
対
象
に
す
る
か
司
法
の
「
有
効
性
」
を
テ
ー

マ
に
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
後
期
に
な
る
と
や
や
様
相
を
変
え
て
く
る
。
と
く
に
、
一
九
三
二
年
の
ウ
ィ
カ
シ
ャ
ム
委
員
会
の
報
告

は
、
「
法
の
執
行
に
お
け
る
無
法
」
と
題
し
て
、
後
年
最
高
裁
が
デ
ュ

l
-
プ
ロ
セ
ス
法
と
し
て
扱
う
こ
と
に
な
る
問
題
点
を
鋭
く
指
摘
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
二

0
年
代
に
は
じ
ま
っ
た
各
地
の
実
態

一
九
二
九
年
に
お
け
る
上
訴
の
規
制
の
改
革
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ

L
件
。
そ
の
結
果
、
新
し
く
サ
l
シ

オ
レ
イ
ラ
イ
に
よ
っ
て
、
裁
量
的
に
事
件
を
取
捨
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
最
高
裁
は
、
古
い
誤
判
令
状
の
制
度
の
も
と
で
よ
り
も

ず
?
と
自
由
な
態
度
で
、
州
の
事
件
を
審
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
焔
v

さ
ら
に
‘
翌
↓
年
ド
イ
ツ
で
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が
政
権
-
を
と
り
、
や
が
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
嵐
が
世
界
を
せ
き
け
ん
し
て
い
く
と
い
う
歴
史
の
推

移
も
/
大
い
に
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
裁
判
所
が
「
自
由
の
危
機
」
を
敏
感
に
感
じ
と
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
を
境
に
し

て
、
刑
事
司
法
の
菌
ば
か
り
で
な
く
、
例
え
ば
言
論
の
自
由
と
か
集
会
・
結
社
の
自
由
の
保
障
が
自
に
見
え
て
育
っ
て
い
る
事
実
前
こ

!
も
う
一
つ
、

以
後
が
第
一
次
大
戦
後
の
自
由
の
危
機
だ
と
す
れ
ば
、
こ
ん
ど
は
第
二
次
大
戦
後
の
そ
れ
と
し
て
、

れ
を
証
明
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
後
述
の
よ
う
に
、

ζ

こ
数
年
来
も
、
最
高
裁
は
さ
ら
に
格
段
の
歩
を
進
め
て
い
る
が
、

ア
メ
リ
カ
が
こ
れ
に
鋭
敏
に
感
応
し

て
い
る
こ
と
を
示
寸
も
の
だ
と
い
え
る
れ
で
あ
ろ
う
。

パ
ウ
エ
ル
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H
2
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・

一
二
、
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
法
の
発
展

し
ば
ら
く
最
高
裁
が
デ
ュ

l

・
プ
ロ
セ
ス
条
項
を
ど
う
解
釈
・
構
成
し
て
い
っ
た
か
を
、
二
一
一
一
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
眺
め
て
み
る
こ

と
に
し
よ
う
。

刑事手続とデュー・プロセス

付

弁
護
人
に
依
頼
す
る
権
利

デ
ュ

l

・
プ
ロ
セ
ス
法
発
展
の
先
鞭
を
つ
け
た
パ
ウ
エ
ル
事
件
は
、
弁
護
人
依
頼
権
に
関
す
る
判
例
だ
っ
た
。
弁
護
人
依
頼
権
は
、
そ

の
意
味
で
、
憲
法
の
基
本
的
人
権
の
中
で
も
栄
誉
あ
る
地
位
を
占
め
て
い
る
。

バ
ウ
エ
ル
は
、
教
育
程
度
の
低
い
黒
人
で
強
姦
と
し
て
訴
追
さ
れ
、
死
刑
の
一
言
渡
を
受
け
た
。
走
行
中
の
貨
物
列
車
で
起
こ
っ
た
共
犯

事
件
で
、
被
疑
者
達
は
す
ぐ
っ
か
ま
り
、
逮
捕
地
で
公
判
を
?
受
け
た
。
そ
の
際
土
地
の
全
弁
護
士
が
官
選
弁
護
と
し
て
選
任
さ
れ
た
が
、

誰
一
人
と
し
て
責
任
の
あ
る
実
質
的
な
弁
護
を
し
な
か
っ
た
。
最
高
裁
は
、
有
効
な
弁
護
権
を
保
障
し
な
か
っ
た
の
は
フ
ェ
ア
・
ト
ラ
イ
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説

ア
ル
の
理
念
に
反
す
る
か
ら
、
デ
ュ
l
・
プ
ロ
セ
ス
違
反
だ
と
断
じ
た
の
で
あ
る
o

論

こ
れ
は
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
修
正
六
条
の
弁
護
権
の
規
定
は
、
も
と
も
と
貧
困
者
そ
の
他
の
者
の
国
に
対
す

る
弁
護
人
選
任
の
要
求
権
を
保
障
し
た
も
の
で
は
な
く
、
被
告
人
の
選
任
し
た
弁
護
人
が
、
訴
訟
手
続
に
参
与
し
、
法
廷
で
被
告
人
の
た

め
弁
論
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
い
う
趣
旨
に
す
ぎ
な
い
o

し
か
も
、
イ
ギ
リ
ス
で
重
罪
の
被
告
人
に
右
の
弁
護
人
選
任
権
が
与
え
ら
れ

や
っ
と
一
八
三
六
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
。
ハ
ウ
エ
ル
で
は
、
本
件
の
よ
う
な
事
案
に
あ
っ
て
は
、
州
が
弁
護

た
の
は
、

人
を
付
け
る
こ
と
を
デ
ュ

l

・
プ
ロ
セ
ス
が
要
求
す
る
と
解
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
、
パ
ウ
エ
ル
は
画
期
的
な
判
例
だ
っ
た
が
、
そ
の
内
容
は
、
実
は
必
ず
し
も
明
確
と
は
い
い
が
た
い
。
「
本
件
の
よ
う
な
事
案

(
2
)
 

や
が
て
「
死
刑
事
件
で
は
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
筆
を
と
っ
た
サ
ザ
ラ
ン

で
は
」
と
い
う
の
は
、

ト
は
、
次
の
よ
う
に
も
い
っ
て
い
る
。
「
死
刑
事
件
で
、
被
告
人
が
弁
護
人
を
雇
う
こ
と
が
で
き
ず
、
か
っ
、
無
知
、
低
能
、
無
教
育
そ
の

他
の
事
情
が
あ
っ
て
、
自
ら
相
当
な
防
御
活
動
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
要
求
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
弁
護
人
を
選
任
し
て
や
る
の

(
S
)
 

が
裁
判
所
の
義
務
で
あ
る
。
」
こ
れ
を
素
直
に
読
め
ば
、
「
死
刑
事
件
プ
ラ
ス
防
御
不
能
の
状
況
」
が
バ
ウ
ユ
ル
の
核
心
の
よ
う
に
み
え
る

与
〔
会
〉

だ
ろ
う
。
す
く
な
く
と
も
、
パ
ウ
エ
ル
は
、
死
刑
事
件
以
外
の
場
合
は
9

と
う
な
る
か
に
つ
い
て
、
何
事
も
示
唆
し
て
は
い
な
い
の
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
連
邦
に
お
い
て
は
、
一
九
三
八
年
ジ
ョ
ン
ソ
ン
対
ザ
l
プ
ス
ト
事
件
が
で
て
、
修
正
六
条
の
解
釈
と
し
て
、
一
切
の
事

件
で
、
真
の
意
味
の
放
棄
が
な
い
か
ぎ
り
、
弁
護
人
の
選
任
が
要
求
さ
れ
る
と
い
う
判
断
が
下
さ
れ
(
幻
o

そ
こ
で
、
州
で
は
ど
う
か
と
い

〈

6
)

う
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
の
が
、
ベ
ッ
ツ
対
ブ
ヲ
デ
ィ
事
件
で
あ
る
。
被
告
人
は
、
強
盗
罪
で
訴
追
さ
れ
、
弁
護
人
の
選
任
を
要
求
し
た

が
し
り
ぞ
け
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
自
ら
無
罪
の
答
弁
を
し
、
反
対
尋
問
を
試
み
、
弁
論
も
し
た
が
、
結
局
有
罪
を
宣
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

最
高
裁
は
、
デ
ュ
l
・
プ
ロ
セ
ス
論
を
容
れ
ず
、
六
対
三
で
上
訴
を
棄
却
し
た
。
多
数
意
見
は
、
当
時
の
、
あ
る
い
は
泊
革
に
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
、
弁
護
権
の
法
令
を
丹
念
に
調
ベ
あ
げ
、
死
刑
事
件
以
外
で
は
、
官
選
弁
護
が
必
ず
し
も
保
障
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
発
見
L
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た
。
そ
こ
で
、
「
大
多
数
の
州
で
は
、
弁
護
権
は
い
ま
だ
フ
Z

ア
・
ト
ラ
イ
ア
ル
に
不
可
欠
の
基
本
的
な
権
利
だ
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。

:
・
な
る
ほ
ど
、
個
々
の
事
例
で
不
公
正
な
結
果
に
な
る
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
死
刑
以
外
の
事
件
で
、

一
律
に
弁
護
人

を
要
求
す
る
の
は
、
デ
ュ

l

・
プ
ロ
セ
ス
の
内
容
で
は
な
い
」
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
死
刑
事
件
で
な
け
れ
ば
、
必
ず
し
も

弁
護
人
の
選
任
が
要
求
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

不
思
議
な
こ
と
に
ベ
ヅ
ツ
が
先
例
と
し
て
引
か
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

七
年
に
な
っ
て
、
フ
ォ
ス
タ
ー
事
件
で
引
用
さ
れ
る
と
、
そ
の
後
は
、
確
固
と
し
た
先
例
と
し
て
最
高
裁
に
二

O
年
余
も
君
臨
す
る
こ
と

に
に
向
。
な
ぜ
最
高
裁
が
、
死
刑
事
件
以
外
の
場
合
を
区
別
し
て
、
ゆ
る
や
か
な
要
求
に
止
め
た
の
か
と
い
う
と
、
一
つ
は
、
連
郭
制
度

の
限
界
を
意
識
し
て
自
ら
を
抑
制
し
'
た
た
め
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
も
し
一
律
に
弁
護
人
が
要
求
さ
れ
る
と
宣
言
す
る
と
、
こ
れ
が
遡

及
的
に
働
ら
く
こ
と
に
な
っ
て
、
最
高
裁
が
既
決
の
事
件
の
再
審
理
に
忙
殺
さ
れ
る
だ
ろ
う
こ
と
を
お
そ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

理
論
的
に
は
不
徹
底
だ
し
合
理
性
を
欠
く
。
被
告
人
の
防

も
っ
と
も
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
の
聞
は
、

一
九
四

し
か
し
、
死
刑
事
件
と
そ
う
で
な
い
事
件
を
区
別
す
る
ベ
ッ
ツ
の
方
式
は
、

御
と
い
う
フ
ェ
ア
・
ト
ラ
イ
ア
ル
の
観
念
か
ら
す
れ
ば
、
弁
護
の
技
能
の
有
無
だ
け
が
標
準
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
い
え
ば
、

刑事手続とデュー・プロセス

む
し
ろ
、
死
刑
事
件
は
技
術
的
な
問
題
は
少
な
い
の
が
通
例
だ
か
ら
、
防
御
し
易
い
と
い
う
意
見
さ
え
な
く
は
な
い
。
し
か
も
、
連
邦
で

一
九
三
八
年
に
は
、
最
高
裁
十
も
巨
歩
を
進
め
た
。
ベ
ッ
ツ
以
後
は
、
各
州
に
お
い
て

は
早
く
か
ら
立
法
が
進
ん
で
、
前
述
の
よ
う
に
、

も
、
法
規
や
判
例
は
急
速
な
変
貌
を
遂
げ
て
げ
か
。
こ
う
し
て
、
ベ
ッ
ツ
の
実
質
的
な
存
在
根
拠
が
ぐ
ら
つ
き
は
じ
め
る
。

九
五
五
年
に
、
有
名
な
グ
リ
フ
ィ

γ
事
件
が
起
き
た
。
上
訴
申
立
の
際
、
異
議
申
立
書
と
同
時
に
ト
ラ
イ
ア
ル
の
記
録
を
購
入
し
て
付
け

そ
こ
へ

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
イ
リ
メ
イ
州
法
を
、
法
の
下
の
平
等
に
反
す
る
と
い
う
理
由
で
、
違
憲
だ
と
し
た
の
で
あ
る
。
貧
困
な
る
が
ゆ
え

に
上
訴
の
門
が
閉
ざ
さ
れ
る
理
由
は
な
い
と
い
う
。
そ
こ
で
、
弁
護
権
の
場
合
も
、
貧
困
だ
か
ら
と
い
っ
て
差
別
さ
れ
る
す
の
は
お
か
し
い

ほ
う
は
い
と
し
て
生
じ
た
。
そ
し
て
、
後
述
す
る
一
九
六
二
年
の
マ
ヅ
プ
事
件
が
、
ベ
ッ
ツ
の
と
む
ら

の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
が
、
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、競

い
の
鐘
の
近
い
の
を
告
げ
る
こ
と
M
い
な
か

q

こ
う
し
て
、
一
九
六
三
年
、
ギ
デ
イ
オ
ン
対
ウ
ェ
イ

γ
ラ
イ
ト
事
件
が
出
る
と
、
最
高
裁
は
、
と
く
に
双
方
の
弁
護
人
に
「
ベ
ヅ
ツ
の
内

容
は
再
考
を
要
す
る
か
」
に
つ
い
て
ブ
リ
l
フ
を
提
出
さ
せ
、
口
頭
弁
論
を
開
い
て
慎
重
に
審
理
し
た
の
ち
、
さ
っ
ぱ
り
と
ベ
ッ
ツ
を
く

つ
が
え
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ギ
ヂ
ィ
オ

γ
は
、
軽
罪
を
犯
す
目
的
で
ト
バ
グ
場
へ
出
入
し
た
罪
で
訴
追
さ
れ
、
公
判
で
弁
護
人
選

任
を
要
求
し
た
が
容
れ
ら
れ
な
か
ウ
先
。
最
高
裁
は
、

輪

フ
ロ
リ
ダ
の
裁
判
所
の
有
罪
判
決
を
破
棄
し
て
、
修
正
六
条
の
弁
護
権
は
フ
ェ
ア
・

ト
ラ
イ
ア
ル
の
重
要
な
一
内
容
だ
か
ら
、
同
一
四
条
の
デ
ュ
!
・
プ
ロ
セ
ス
に
包
含
さ
れ
、
州
で
も
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

ア
た
。
同
時
に
、

ζ

れ
は
バ
ウ
エ
ル
以
降
の
判
例
の
立
場
だ
っ
た
の
だ
と
も
説
い
て
、
完
全
に
ベ

ν

ツ
を
葬
っ
た
の
で
あ
る
。

正
一
四
条
は
、
六
条
を
全
面
的
に
駿
収
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

い
ま
や
修

(

1

)

白
鳥
叶
巧
玄
・
司
、

P
H
E
(
H
a
s
-
q
.、
斗
除
∞
巧
旨

-
E
w
p
E
2
S印
lgv
回

E
盟
国
♂
同
信
号
、
H

，。

(
U
S
E
R
E
〉
冨
開
冒
2
2
n
o
d
阿
国

∞(]右目印)・

ハ
2
)
後
述
の
ベ
ツ
ヅ
対
プ
ラ
デ
ィ
は
、
パ
ウ
エ
ル
の
そ
う
い
う
解
釈
を
前
提
に
し
て
疑
わ
な
い
。
一
九
四
八
年
の
ピ
ュ

l
ト
事
件
に
な
る
と
、
は
っ
き
り
と

「
死
刑
事
件
の
訴
追
で
は
、
修
正
一
四
条
の
解
釈
に
関
す
る
判
例
に
よ
っ
て
、
弁
護
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
o
」
と
説
い
だ
。
∞

E
m
戸

E
a
o
p
ω
ω
u

d
・ω・
2
0
・
由
民

(
H
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)-nh-
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ω
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)
M
M
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主
〈
・
〉
F
r
m
g
p
N∞叶

d-mph8
・
白
神
コ
(
阿
国
ωM)
・

A
ハ

4
)
判
例
と
は
何
か
は
重
大
な
問
題
だ
が
、
卒
直
に
い
っ
て
、
後
の
判
例
が
こ
れ
が
判
例
だ
と
解
釈
し
た
も
の
が
判
例
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

(
5〉
』

c
z
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N
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g
p
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C
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説

一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
で
あ
っ
て
、
こ
の
法
則
は
、
す
ぐ
ア
メ
リ
カ
に
も
入
っ
た
。
そ
し
て
、
修
正
一
四
条
ば
か
り
で
な
く
、

同
五
条
の
デ
ュ

i

・
プ
ロ
セ
ス
の
内
容
に
な
る
と
さ
れ
て
き
た
。
な
ぜ
強
制
さ
れ
た
自
白
が
排
除
さ
れ
る
の
か
。
古
典
的
な
説
明
は
、
虚

偽
の
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
。
判
例
に
も
そ
う
い
う
思
想
を
表
明
す
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
最
高
裁
は
、
自
由

法
則
を
デ
ュ
!
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
の
中
に
読
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
と
は
違
っ
た
方
向
を
と
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ

M
V
そ
し

論

て
最
高
裁
が
こ
の
方
向
を
と
る
こ
と
に
よ
ワ
て
、
自
由
に
関
す
る
デ
ュ

l

・
プ
ロ
セ
ス
法
は
、
豊
か
に
発
展
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

一
九
三
六
年
に
起
き
た
守
ブ
ラ
ウ
ン
事
件
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
相
当
ひ
ど
い

修
正
一
四
条
の
最
初
の
事
件
は
、
バ
ウ
エ
作
の
四
年
後
、

肉
体
的
拷
聞
が
加
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
ど
う
い
う
根
拠
で
あ
れ
大
し
た
問
題
は
な
い
。
肉
体
的
強
制
の
結
果
自
由
を
え
で
も
信
用
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、

し
た
が
っ
て
、
こ
の
自
由
を
証
拠
に
し
た
の
で
は
、
無
実
一
の
も
の
を
有
罪
に
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
手
続
が
公
正
で
な

く
な
る
。
判
旨
も
、
「
見
せ
か
け
の
訴
訟
で
有
罪
に
す
る
に
等
し
い
」
と
か
、
「
拷
聞
の
行
な
わ
れ
る
小
部
屋
を
証
言
台
の
代
用
に
す
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
」
と
い
っ
て
い
る
。
プ
ラ
ウ
シ
の
直
後
に
出
た
、

チ
エ
ィ
ン
パ

l
ス
事
件
や
ホ
ワ
イ
ト
事
件
も
、
同
様
に
強
制
や
明
白

な
肉
体
的
持
聞
の
雰
囲
気
が
あ
っ
た
か
ら
、
自
由
法
則
の
根
拠
が
あ
い
ま
い
で
も
不
都
合
は
な
か
っ
(
問
。

一
九
四
一
年
の
リ
セ

γ
パ
事
件
に
な
る
と
、
最
高
裁
は
、
「
虚
偽
の
自
白
を
排
除
す
る
か
ど
う
か
は
州
の
自
由
だ
が
、
修
正

一
四
条
は
、
真
実
で
あ
れ
虚
偽
で
あ
れ
、
自
由
を
使
う
上
で
の
基
本
的
な
不
正
義
の
た
め
に
排
除
を
要
求
す
る
の
だ
」
と
い

h
d。
こ
こ
か

ら
虚
偽
排
除
説
へ
の
訣
別
が
は
じ
ま
る
。
翌
年
の
ワ
l
ド
事
件
も
ほ
ぼ
こ
の
線
に
札
円
、
一
九
四
四
年
の
ア
シ
ユ
ク
ラ
フ
ト
事
件
に
な
る

と
も
っ
主
は
っ
き
り
す
る
。
こ
の
事
件
で
は
、
三
六
時
間
に
及
ぶ
執
抽
な
尋
問
が
不
法
と
さ
れ
た
。
ほ
か
に
強
制
に
わ
た
る
よ
う
な
事
実

と
こ
ろ
が
、

も
肉
体
的
拷
問
も
な
か
っ
た
。
最
高
裁
は
、
こ
う
い
う
執
拘
な
尋
問
は
、
「
内
在
的
な
強
制
」
だ
と
非
難
し
た
の
で
あ
る
o

こ
の
判
決
は
、

も
は
や
自
由
内
容
の
真
実
性
と
い
う
基
準
で
は
は
か
る
こ
と
が
で
を
ず
、
捜
査
官
憲
の
活
動
の
公
正
き
を
維
持
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
だ
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け
説
明
で
き
る
。
し
か
も
、
こ
の
~
ょ
う
は
へ
捜
査
官
の
活
動
の
基
準
を
示
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

い
き
お
い
そ
の
尋
問
活
動
の
規

制
は
客
観
化
し
一
般
化
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
デ
ュ

1
・
プ
ロ
セ
ス
は
こ
う
し
て
、
連
邦
の
一
般
的
な
基
準
と
し
て
州
の
取
調
官
を
拘
束
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こさ
とれこ
は強の
あ化方
るさ向
。オL は
たa、
。〉そ

たの
だ後
、も

一
九
四
九
年
の
ワ
ッ
ツ
、
タ

1
ナ

1
、

一
九
五
二
年
の
ス
ト
ロ
ー
ブ
ル
、
と
く
に
一
丸
五
三
年
の
ス
タ
イ

γ
事
件
で
、

一
時
後
退
し
た
か
に
見
え
た

一
九
四
五
年
の
マ
リ
ン
ス
キ
l
、

ハ
リ
ス
な
ど
の
各
事
件
で
確
認

つ
ま
り
、
自
由
者
の
具
体
的
主
観
的
な
感
応
を
お
し
は
か
る
と
い
う
古
典
的
な
虚
偽
排
除
の
思
想
に
か
え
っ
た
か
に
見
え

た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
永
続
き
は
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

一
九
五
四
年
の
レ
イ
一
7

対
デ
ノ
、

一
九
五
八
年

一
九
六
一
年
の
ロ
ジ
ャ
ー
ス
対
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
と
カ
ラ
シ
プ
等

の
各
事
件
で
リ
セ
ン
バ

l
ア
シ
ュ
ク
ラ
フ
ト
の
法
則
が
強
化
さ
れ
、
具
体
化
さ
れ
て
、
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
い
仰
や

こ
う
し
て
、
最
高
裁
は
、
自
由
を
証
拠
か
ら
排
除
す
る
と
い
う
方
法
で
、
尋
問
に
連
邦
法
と
し
て
の
修
正
一
四
条
の
枠
を
か
ぶ
せ
て
い

一
九
五
七
の
フ
ァ
イ
ク
ス
、

の
ペ
イ
ン
と
ト

l
マ
ス
、

一
九
五
九
年
の
ス
パ
ノ
と
*
フ
ラ
ッ
ク
パ

l
ン、

る
。
つ
ま
り
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
尋
問
方
法
の
文
化
的
基
準
を
提
示
し
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
一
部
の
裁
判
官
に
は
、

も
っ
と
進
ん
で
、
警
察
官
に
よ
る
秘
密
の
尋
問
そ
れ
じ
た
い
を
禁
止
し
よ
う
と
す
る
思
想
さ
え
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ぜ
る
。
例
え
ば
一
、
ワ
ッ

刑事手続とデュー・プロセス

ツ
で
の
フ
ラ

γ
ク
フ
ァ

l
タ
l
は
、
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
「
わ
れ
わ
れ
の
制
度
の
も
と
で
は
、
社
会
は
、
被
告
人
に
対
す
る
公
訴
を
、

そ
の
口
か
ら
と
っ
た
証
拠
を
使
わ
な
い
で
立
証
す
る
責
任
が
あ
る
こ
「
自
白
そ
の
他
の
不
利
益
な
供
述
を
ひ
き
出
す
た
め
の
、
執
鋤
な
、

繰
返
し
の
、
無
統
制
な
尋
問
は
、
弾
劾
の
方
式
と
矛
盾
す
る
。
こ
れ
は
、
保
障
の
な
い
糾
問
制
度
の
と
る
も
の
だ
o
」
ま
た
、
ダ
グ
ラ
ス

「
秘
密
の
尋
問
手
続
こ
そ
悪
の
根
源
だ
。
そ
れ
な
く
し
て
は
、
糾
問
も
栄
え
え
な
い
よ
と
攻
撃

は
、
同
じ
く
ワ
ッ
ツ
の
同
意
意
見
で
、

じ
た
。こ

の
警
察
官
に
よ
る
尋
問
禁
忌
の
思
想
は
、
周
知
の
よ
う
に
、

イ
ギ
リ
ス
の
い
わ
ゆ
る
「
裁
判
官
準
則
」
か
ら
き
て
い
る
。
こ
の
準
則
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説

に
よ
っ
て
、
そ
ζ

で
は
、
拘
禁
さ
れ
た
被
疑
者
に
対
し
て
、
弁
解
は
聴
取
で
き
る
が
、
不
利
益
事
実
の
尋
問
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
裁

判
所
は
、
そ
の
結
果
え
ら
れ
た
自
由
を
、
証
拠
か
ら
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
イ
ン
ド
や
オ
i
ス
ト
ラ
リ
ヤ
も
こ

れ
に
従
っ
て
い
る
と
い
わ

hir。
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
に
は
、
こ
れ
に
近
い
実
質
を
も
っ
た
法
則
が
成
立
し
て
い
る
。

論

マ
グ
ナ
ブ
日
守
ロ

リ
ー
の
原
則
で
、

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
へ
の
迅
速
な
引
致
を
要
求
し
た
刑
訴
規
則
五
条
例
に
違
反
し
て
と
ら
れ
た
自
白
は
排
除
さ
れ
る
。
右

条
項
で
許
さ
れ
る
合
理
的
な
遅
延
は
、
警
察
で
の
ブ
ッ
キ
ン
グ
の
手
続
ぐ
ら
い
な
も
の
だ
か
ら
、
実
際
上
は
尋
問
を
禁
止
し
た
の
と
同
じ

よ
う
な
効
果
が
あ
る
。
一
九
四
三
年
の
マ
グ
ナ
ブ
事
件
で
は
じ
め
て
宣
言
さ
れ
、
ミ
チ
エ
ル
、
ァ
プ
シ
ョ
ー
を
経
て
、
一
九
五
七
年
の
マ

ロ
リ

l
で
終
局
的
に
確
認
さ
れ
い
悼
む
ろ
ん
、
ま
だ
単
に
連
邦
の
法
則
、
そ
れ
も
法
律
上
の
法
則
に
す
ぎ
ず
、
州
に
は
適
用
が
な
い
。
む

は
っ
き
り
と
デ
ュ

1
・
プ
ロ
セ
ス
の
内
容
で
は
な
い
と
確
言
す
戸
り
し
て
い
る
。

し
ろ
判
例
は
、

し
か
し
、
最
高
裁
は
幾
つ
か
の
事
件
で
、
他
の
事
情
と
組
み
合
わ
さ
れ
ば
自
白
を
無
効
に
す
る
重
要
な
フ
プ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
は
度

々
承
認
し
て
き
い
官
ま
た
、
迅
速
な
引
致
の
要
求
は
ど
こ
の
州
に
も
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
デ
ュ

l

・
プ
ロ
セ

ス
法
の
発
展
じ
た
い
も
、
次
第
に
尋
問
の
規
制
と
い
う
色
彩
を
強
め
て
き
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
う
い
う
事
情
を
総
合
す
る
と
、
と

のく
でに
tまマ
なツ
いプ
かや
とギ
思デ
わイ
れ門オ
るむ γ
。の

で
た
今
日

マ
グ
ナ
ブ
リ
H
マ
ロ
リ
ー
か
ら
デ
ュ

l

・
プ
ロ
セ
ス
ま
で
の
道
は
、
も
う
そ
ん
な
に
遠
く
な
い

〈
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叩
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g
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説

(
ぎ
を
一
角
ぬ

8
4・
2
0
F
E
E
-
ピ
N
C・ω・
8
2
8
5・
え
-
w
E
2
4・
〉

F
E
S
-
-
V
町
民

H
L
P
o
o
r
R
〈

-
p
r
F
E
U
-
尋
・
さ
・

(
%
)
ホ
ワ
イ
ト
・
ヮ
l
ド
、
ワ
ッ
ツ
-
F
l
ナ
l
、
ハ
リ
ス
、
フ
ア
イ
ク
ス
、
ベ
イ
ン
そ
の
他
の
事
件
。

(
m
A
)

一
九
六

O
年
に
ミ
シ
ガ
ン
は
、
そ
こ
で
の
デ
ュ

l

・
プ
ロ
セ
ス
法
の
一
内
容
と
し
て
、
マ
ク
ナ
プ
・
マ
ロ
リ
!
の
原
則
を
採
用
し
た
。
司
g
u
Z
A
F
国
防
ヨ
ヂ

5ω
包

包

材
F
串

H
0
・
5
N
Z・
4
司
・
包
詰
∞

(
5
2
)・

論

捜
索
・
押
収
そ
の
他
の
関
連
問
題

違
法
に
収
集
さ
れ
た
証
拠
が
有
罪
証
拠
に
使
え
な
い
と
い
う
法
則
は
、

一
八
八
五
年
の
ポ
イ
ド
事
件
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
は
提
出
命
令
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
か
ら
、
黙
秘
権
の

一
九
一
四
年
の
ウ
ィ
ー
ク
ス
事
件
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
時
か
ら
、

惇)

コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

}
の
法
則
を
は
じ
め

て
認
め
た
の
は
、

規
定
も
引
い
て
判
断
し
て
い
る
。
判
例
と
し
て
確
立
し
た
の
は
、

連
邦
で
は
、
証
拠
の
い
わ
ゆ
る
排
除
法
則
が
、
修
正
四
条
の
要
求
と
し
て
支
配
す
る
こ
と
に
な
る
。
む
ろ
ん
、

そ
の
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
発
見
さ
れ
た
も
の
も
排
除
さ
れ
る
。

不
法
に
収
集
さ
れ
た
証
拠

捜
索
・
押
収
に
関
す
る
憲
法
上
の
権
利
、

つ
ま
り
修
正
四
条
の
刑
事
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
は
、

不
思
議
な
こ
と
に
、
比
較

的
最
近
ま
で
デ
ュ
l
・
プ
ロ
セ
ス
の
問
題
と
し
て
争
わ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
は
じ
め
て
そ
れ
が
問
題
と
な
っ
た
の
は
、

の
ウ
ル
フ
事
件
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
多
数
意
見
は
、
修
正
四
条
の
不
当
な
捜
索
・
押
収
が
禁
止
さ
れ
る
と
い
う
面
は
、
基
本
的
な
正
義
の
要

一
九
四
九
年

求
と
し
て
、
そ
の
ま
ま
一
四
条
の
デ
ュ
l
・
プ
ロ
セ
ス
の
内
容
と
な
る
が
、
証
拠
排
除
の
面
は
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
結
論
を
と
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
排
除
法
則
を
と
る
州
が
約
三
分
の
一
し
か
な
か
っ
た
当
時
と
し
て
は
、
や
む
を
え
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し

ウ
イ
i
グ
ス
が
証
拠
排
除
ま
で
も
修
正
四
条
の
要
求
だ
と
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
理
論
的
に
お
か
し
い
し
、
ま
た
、
実
際

問
題
と
し
て
も
、
証
拠
排
除
の
作
用
が
な
く
て
は
、
不
当
な
捜
索
・
押
収
を
禁
止
す
る
と
い
う
規
範
の
面
も
有
名
無
実
に
な
っ
て
し
ま
う

だ
ろ
う
。
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そ
こ
で
、
ウ
ル
フ
か
ら
の
脱
皮
が
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、

う
ひ
こ
こ
で
は
、
修
正
四
条
は
引
か
な
か
っ
た
が
、

一
九
五
二
年
の
ロ
チ
ン
事
件
を
あ
げ
よ

「
良
心
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
よ
う
な
」
非
文
明
的
な
方
法
で
の
証
拠
の
収
集
を
、

いデ

、'"・
と l
lと・
なプ
つロ

たaセ
O~ ス

続違
い反
てだ
と
判
断
し
た。
次
l乙

一
九
五
六
年
の
レ

l
事
件
で
、
連
邦
で
違
法
に
と
ら
れ
た
証
拠
は
、
州
で
も
使
え
な

一
九
六

O
年
に
な
る
と
、
長
い
間
続
い
て
い
た
「
銀
の
盆
の
原
則
」
、
つ
ま
り
州
で
違
法
に
と
ら
れ
で
も
、

銀
の
盆
に
の
せ
て
う
や
う
や
し
く
連
邦
に
さ
し
出
せ
ば
、
そ
こ
で
は
許
容
さ
れ
る
と
い
う
原
則
を
、

た
。
こ
う
し
て
、
修
正
四
条
の
州
へ
の
強
行
の
障
壁
は
、
次
々
に
は
ぎ
と
ら
れ
て
い
く
。
そ
う
こ
う
す
る
聞
に
、
州
の
間
で
も
勢
力
を
え

エ
ル
キ
ン
ス
事
件
が
放
て
き
し

て
、
ウ
ル
フ
当
時
は
約
三
分
の
一
に
す
ぎ
な
か
っ
た
排
除
州
が
、

一
九
六

O
年
に
な
る
と
、
も
は
や
過
半
数
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
う
れ
た
柿
が
地
に
落
ち
る
よ
う
に
、

.
プ
ロ
セ
ス
の
内
容
だ
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

マ
ッ
プ
事
件
が
出
て
、
修
正
四
条
は
、

こ
う
し
て
、
機
が
熟
す
る
と
、

そ
の
ま
ま
デ
ユ
T

つ
い
で
に
、
捜
索
・
押
収
と
関
連
す
る
盗
聴
と
く
に
ワ
イ
ヤ
・
タ
ッ
ピ

γ
グ
の
問
題
も
眺
め
て
お
こ
う
。
盗
聴
は
、
捜
索
・
押
収
の
問

一
九
二
八
年
の
オ
ル
ム
ス
テ
ツ
ド
事
件
で
、
会
話
の
音
声
は
有
体
物
で
は
な
く
、

の
住
居
・
身
体
を
侵
害
し
な
い
か
ら
、
修
正
四
条
の
保
護
の
範
囲
に
は
入
ら
な
い
と
し
た
。

題
で
は
な
い
。

ワ
イ
ヤ
・
タ
ッ
ピ
ン
グ
は
、
何
も
個
人

刑事手続色デュー・プロセス

て、

一
九
三
四
年
に
連
邦
通
信
法
が
成
立
す
る
と
、
一
九
三
七
年
に
ナ
!
ド
l

ン
事
件
が
起
き
、
同
六

O
五
条
の
解
釈
に
よ
っ

ワ
イ
ヤ
・
タ
ッ
ピ
ン
グ
の
結
果
え
た
証
拠
を
排
除
す
る
こ
と
に
な
っ
問
。
証
拠
の
法
廷
へ
の
「
提
出
」
が
、
「
傍
受
し
、
か
っ
、
漏
ら
し
て

と
こ
ろ
が
、

は
な
ら
な
い
」
と
い
う
文
言
の
「
漏
ら
す
」
こ
と
に
あ
た
る
と
解
釈
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
不
当
な
捜
索
・
押
収
の
場
合
と
は
ま
っ
た
く
違

し
か
し
実
際
上
は
同
じ
結
論
に
到
達
し
た
わ
け
で
あ
問
。
た
だ
、
こ
の
場
合
は
、
連
邦
法
の
解
釈
に
関
す
る
か
ら
、
い
わ

っ
た
方
法
で
、

ゆ
る
銀
の
盈
の
原
則
に
類
す
る
こ
と
は
、
問
題
に
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
州
で
違
法
に
と
ら
れ
た
も
の
を
連
邦
に
も
ち
出
す
こ
と
は

禁
止
さ
れ
る
(
ベ
ナ
ン
テ
イ
事
件
)
。
そ
れ
と
同
時
に
、
州
で
の
使
用
に
は
全
然
介
入
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
連
邦
で
不
法
に
と
ら
れ
た
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対

m 
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言

号制j事手続~デュー・プロセス

そ
の
他
の
フ
ェ
ア
・
ト
ラ
イ
ア
ル
の
基
準

J

アュ

I
・
プ
ロ
セ
ス
は
、
刑
事
手
続
に
関
し
て
は
、
フ
ェ
ア
・
ト
ラ
イ
ア
ル
と
同
義
だ
と
解
し
て
よ
い
。
と
こ
ろ
で
、

イ
ア
ル
の
観
念
は
、
具
体
的
に
は
種
々
雑
多
の
内
容
を
も
つ
の
で
、
こ
れ
を
い
ち
い
ち
検
討
し
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
こ
で
は

代
表
的
な
論
点
を
二
三
拾
う
に
止
め
よ
う
。

ま
ず
、
告
知
と
聴
聞
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
外
部
的
な
脅
威
や
圧
力
か
ら
解
放
さ
れ
た
公
正
な
裁
判
を
前
程
と
す
る
@
し

た
が
っ
て
、
法
廷
が
、
暴
力
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
被
告
人
や
陪
審
に
身
辺
へ
の
危
険
を
感
じ
き
せ
る
よ
う
な
状
態
で
は
、
デ
ュ

1
・

プ
ロ
セ
ス
の
保
障
が
な
い
も
の
と
し
て
被
告
人
の
有
罪
は
維
持
し
え
な
い
。
こ
の
原
則
は
、
デ
ュ
l
・
。
プ
ロ
セ
ス
法
発
展
の
前
ぶ
れ
と
な

ア
た
一
九
二
三
年
の
有
名
な
ム
!
ア
対
デ
ソ
プ
シ
ー
が
宣
言
し
た
。
ホ
ー
ム
ズ
は
、
そ
の
中
で
、
「
弁
護
士
や
陪
審
や
裁
判
官
が
、
公
衆
の

止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
パ
ヅ
シ
ョ
シ
の
と
り
こ
に
な
り
、
訟
訟
が
見
せ
か
け
以
上
の
も
の
で
な
く
な
っ
た
と
き
、
そ
し
て
‘
州
め
裁

判
所
が
こ
れ
を
補
正
で
き
な
い
と
き
技
、
連
郊
の
司
法
権
が
介
入
し
て
い
く
の
で
あ
る
」
と
書
い
た
。

次
に
、
デ
且

1
・
プ
ロ
セ
ス
は
、
公
平
な
裁
判
の
理
念
を
包
含
寸
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
二
七
年
の
タ
ミ
l
事
件
で
は
、
裁
判
官
の

報
酬
が
、
被
告
人
に
課
す
罰
金
か
ら
ま
か
な
わ
れ
る
こ
と
が
違
法
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
ヨ
シ
ガ
ン
に
は
、
捜
査
の
段
階
で
裁
判
官
の
介
入

す
る
「
一
人
制
大
陪
審
」
の
制
度
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
担
当
し
た
裁
判
官
が
、
同
一
事
件
の
公
判
裁
判
官
に
な
る
こ
と
が
、
ヂ
ュ
1
・
プ

担
セ
ス
違
反
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
公
平
な
裁
判
に
関
連
す
る
事
項
と
し
て
、
検
察
官
が
、
偽
荏
と
知
り
つ
つ
証
拠
を
使
う
こ
と
も
、

い
う
ま
で
も
な
〈
禁
止
き
れ
る
。

ヂ

J
A
I
-
プ
ロ
セ
ス
は
、
ま
た
、
公
開
の
裁
判
を
要
求
す
る
か
ら
、
「
一
人
制
大
陪
審
」
に
よ
る
秘
密
の
尋
問
手
続
で
、
法
定
侮
爆
を
理

由
に
郊
罰
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
こ
の
関
係
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
逆
に
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
事
件
の
報
遺

が
お
審
判
に
不
当
な
影
響
を
ナ
与
え
た
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
不
当
に
有
罪
に
な
る
こ
と
だ
け
が
問
題
と
な
る
。
公
判
の

フ
ェ
ア
・
ト
ラ

北怯 14(3・←'1.15)問



説

進
行
中
は
、
陪
審
を
と
じ
こ
め
て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
容
易
に
、
そ
の
影
響
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、

ポ
イ

γ
ト
は
公
判

論

前
に
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
デ
ュ
l
・
プ
ロ
セ
ス
の
判
例
は
ま
だ
な
い
。
む
し
ろ
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
違
っ
て
、
間

接
侮
辱
の
処
罰
権
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
汁
し
か
し
、
最
高
裁
で
は
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
問
題
提
起
が
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ

い
。
有
力
な
少
数
意
見
も
で
て
き
た
。
例
え
ば
、
一
九
王
一
年
の
シ
ェ
パ
ー
ド
事
件
の
多
数
意
見
は
、
陪
審
の
選
任
に
お
け
る
人
種
差
別

を
理
{
由
に
原
判
決
を
破
棄
し
た
が
、
ジ
ャ
グ
ソ
シ
と
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ

l
タ

l
の
意
見
は
、
シ
エ
リ
フ
が
被
疑
者
が
殺
害
を
自
白
し
た
旨
の

情
報
を
新
聞
に
提
供
し
た
点
を
と
ら
え
て
、
不
法
と
断
じ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
被
疑
者
を
拘
禁
す
る
任
に
あ
る
裁
判
所
の
役
‘
人

が
、
被
疑
者
の
自
由
の
事
実
を
新
聞
に
流
す
こ
と
ほ
ど
審
判
に
不
当
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宣
誓

も
さ
れ
ず
、
直
接
観
察
も
反
対
尋
問
も
で
き
な
い
供
述
が
、
新
聞
に
よ
っ
て
陪
審
の
前
に
提
示
き
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
よ
と
い
う
。
翌

年
の
‘
ス
ト
ロ
ー
ブ
ル
事
件
で
も
、
被
告
人
に
不
利
益
な
検
察
官
の
新
開
発
表
が
問
題
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
も
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
l
タ

l
は
、

「
検
察
官
が
新
聞
に
ニ
ュ
ー
ス
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
何
世
紀
に
も
わ
た
る
わ
れ
わ
れ
の
経
験
が
、
公
正
な
司
法
の
た
め
に
不
可
欠
だ
と

示
し
て
く
れ
た
と
こ
ろ
の
手
続
に
よ
ら
な
い
で
、
国
家
が
自
ら
積
極
的
に
「
新
聞
に
よ
る
裁
判
』
に
身
を
ゆ
だ
ね
て
し
ま
う
こ
と
を
意
味

ハ

ω・と

す
る
。
」
と
論
難
し
た
。

こ
う
し
て
、
「
新
聞
に
よ
る
裁
判
」
は
、
ま
だ
最
高
裁
の
禁
ず
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
連
邦
で
は
す
で
に
相
当
の
発
展
を
し
て
お
り
、

実
質
的
に
も
フ
ェ
ア
・
ト
ラ
イ
ア
ル
へ
の
重
大
な
脅
威
で
あ
る
こ
と
は
承
認
さ
れ
つ
つ
あ
る
か
ら
、
こ
れ
か
ら
、
デ
ュ
!
・
プ
ロ
セ
ス
の

(
回
〉
(
伺
)

内
容
と
し
て
展
開
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
分
野
だ
ろ
う
と
予
想
す
る
も
の
も
い
る
。

(
日
)
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8
5
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F
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F
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H
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ω
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k
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H
S
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吋

g
g
ω
印日

C
M・
8
2
8
3
・
む
ろ
ん
、
そ
の
立
証
は
、
現
実
に
は
非
常
に
困

難
で
あ
ろ
う

onhw
一回叩も

R
4・
E
O門広
P
ω
Z
C
-
m
v
含

H(HEH)
・
な
お
、
無
罪
証
拠
を
癒
匿
す
る
こ
と
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
デ
イ
ス
カ
バ

yー
は
、

ま
だ
憲
法
上
の
問
題
に
な
勺
て
い
な
い
。
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V
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最
近
、
逮
捕
直
後
ジ
エ
リ
ア
に
対
し
て
自
白
し
た
実
況
を
テ
レ
ビ
で
放
送
し
た
の
が
、
デ
ュ
1
・
プ
ロ
セ
ス
に
反
す
る
と
し
た
判
例
が
出
た
。
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仏
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叶
ω
C・
伊
叶

N
ω
(
5
8
)
・

〈

ω)
円
子
宮
S
E
r
-
C
E
Z
E
F
g
o
d
-
ω
・ω弓
(
g
g
・

(円引〉

H
Z
E
d
除
ぜ
項
目
、

P
印刷印

E
u
n
o
Z
5
3印
。
宮
門
リ
自
置
ま
こ
口
問
同
日
∞
。
∞
(
尽
き
)
・

(臼

)
E
r
p
q
v
-
円
む
よ
∞
ロ
帽

F
-
d
F
y
m回
4・
NHF
巳

N
2・町、
--Fmg-
同刀、

S
M
u
z
z
a
E輔
、
守
主
・

8
』・

E
E
-
r
(リ
・
除
司
・

ω・
勾
AF(Hgmw)

(
臼
)
連
邦
の
監
督
の
及
ぶ
分
野
で
、
古
く
か
ら
重
要
と
さ
れ
て
い
た
の
は
、
陪
審
に
関
す
る
権
利
だ
が
、
こ
れ
は
主
と
し
て
法
の
下
の
平
等
と
の
関
係
で
し
問

題
と
な
る
。
こ
れ
か
ら
発
展
す
る
だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
る
の
は
、
二
重
の
危
険
の
原
則
だ
が
、
こ
れ
は
現
在
で
は
ま
だ
見
る
べ
き
展
開
を
示
し
て
い
な
い
か

ら
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
こ
と
に
す
る
。

刑事手続とデユ-.プロセス

回
、
デ
ュ

I
・
プ
ロ
セ
ス
と
権
利
章
典

付
以
上
の
よ
う
に
、
デ
ュ

l

・
プ
ロ
セ
ス
法
の
発
展
を
概
観
し
て
く
る
と
、
最
高
裁
は
、
絶
え
ず
州
の
刑
事
手
続
に
口
ば
し
を
入
れ

て
、
州
の
裁
判
所
の
判
決
を
く
つ
が
え
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
あ
た
ら
な
い
。

な
る
ほ
ど
、
こ
こ
三

O
年
ほ
ど
の
問
、
州
の
刑
事
手
続
の
問
題
が
、
最
高
裁
を
頻
繁
に
わ
ず
ら
わ
し
た
最
大

P
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
画
期
的
な
重
大
判
決
も
多
か
っ
た
。
し
た
が
っ
で
、
以
前
に
比
べ
て
、
州
の
権
限
に
連
邦
法
の
枠
が
大
き
く
か
ぶ
さ
っ
た

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、

一
部
の
論
者
の
よ
う
に
、
最
高
裁
の
態
度
は
、
刑
事
司
法
に
関
す
る
州
の
権
限
を
侵
奪
す
る
も
の
だ

北法 14(3・4'-177)561



続

と
い
う
の
は
間
違
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
最
高
裁
が
、

サ

l
シ
オ
レ
イ
ラ
イ
を
許
し
て
、
州
の
事
件
を
再
審
査
す
る
の
は
、
全
体
の
事
件

か
ら
見
れ
ば
、

い
ぜ
ん
ほ
ん
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
、
こ
れ
ま
で
の
概
観
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

ま
だ
ま
だ
連
邦
の
法
則
と
州

書離

の
法
則
の
閣
に
は
、
相
当
め
崎
明
き
の
あ
る
場
合
が
多
い
。
自
由
の
法
則
に
関
す
る
マ
グ
ナ
プ

1
マ
一
世
リ
!
の
原
則
は
連
邦
法
に
-
す
ぎ
ず
、

修
正
六
条
の
黙
秘
権
休
、
州
に
は
妥
当
L
な
い
。
二
重
の
危
険
や
陪
審
裁
判
の
権
利
に
つ
い
て
も
、
連
邦
法
は
ず
っ
と
き
び
し
い
。
し
た

が
噌
て
、
州
の
刑
事
手
続
の
基
云
原
則
が
連
邦
法
の
〕
一
部
ー
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
く
、
最
高
裁
と
し
て
は
‘
い
ぜ
ん
と

し
て
フ
ェ
デ
ラ
リ
ズ
ム
に
相
当
の
敬
意
を
払
っ
て
い
る
と
い
e

っ
て
よ
い
。

も
〔

1
u
p含
冨
量
二
-
P
E
G
S
F
M
g
d・
伊
品
目

2
2
3

鵠

ひ
る
が
え
勺
て
実
質
的
に
考
え
て
み
る
と
、

(
2〉

こ
の
フ
ェ
デ
ラ
リ
ズ
ム
に
は
、
一
一
九
四
九
年
の
ウ
ル
フ
事
件
の
頃
か
ら
、

さ
と
#
つ
が
九

一
づ
の
突
破
口
が
で
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
b

ウ
ル
プ
で
は
、
証
拠
排
除
の
面
を
除
い
て
は
、
修
正
四
条
が
、
そ
の
ま
ま
同
一
四
条
の
内

容
と

E
づ
こ
。

係
全
、
常

'47

手
d

一
九
六
一
年
の
マ
ッ
プ
に
な
る
と
、
証
拠
排
除
を
除
く
と
い
う
限
定
も
と
れ
た
。
四
条
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
連
邦
憲
法
の

権
制
輩
典
の
条
填
が
、
州
に
強
行
さ
れ
る
め
で
あ
る
。
続
い
て
、
一
九
六
三
年
に
は
、
ギ
デ
イ
オ
ン
対
ウ
ェ
イ
ン
ラ
イ
ト
事
件
に
よ
っ
て
、

修
正
六
条

φ
弁
護
権
ぱ
関
し
て
も
、
一
同
じ
ζ

と
が
い
え
る
よ
う
に
な
ア
た
。

こ
れ
ま
で
拭
、
権
利
章
典
の
内
容
は
、
そ
の
ま
ま
州
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
解
さ
れ
て
い
た
。
デ
ュ

l

・
プ
ロ
セ
ス
は
、
具
体

的
な
基
本
酌
正
義
わ
基
準
で
あ
っ
て
、
ム
般
的
・
抽
象
的
に
権
利
章
典
の
一
切
の
保
障
を
包
含
し
て
は
い
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

ζ
A
噌
調
係
で
の
最
視
の
判
例
ほ
、
古
く
一
八
三
三
年
の
バ
ロ

γ
対
バ
ル
テ
ィ
モ
ア
事
件
で
あ
お
w

マ
ー
シ
ャ
ル
裁
判
長
は
、
「
修
正
一
条

な
い
し
九
条
は
、
連
邦
の
議
会
と
政
府
に
だ
げ
適
用
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
修
正
↓
四
条
の
採
択
さ
れ
る
前
の
判
例
で
あ

る
。
修
正
一
四
条
は
一
八
六
八
年
に
採
択
さ
れ
た
。
採
択
後
に
同
条
項
の
内
容
が
は
じ
め
て
争
わ
れ
た
の
が
、
有
名
な
一
八
七
三
年
の
屠

統飴 14(2'4ムI't8)古ぬ
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i

殺
場
事
件
だ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
で
は
な
く
、
「
州
は
、
合
衆
国
市
民
の
特
権
と
免
除
を
そ
こ
な
う
法
律
を
制
定
し

施
行
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
特
権
免
除
条
項
が
と
り
あ
げ
ら
ニ
れ
、
し
か
も
、
同
条
項
は
、
そ
の
成
立
前
に
「
合
衆
国
の
」
市
民
と
し

て
認
め
ら
れ
た
権
利
の
み
を
保
護
す
る
と
解
釈
さ
れ
た
。

ス
ウ
手
ィ
ン
の
一
両
裁
判
官
は
、
早
く
も
権
利
章
典
の
州
へ
の
強
行
可
能
性
を
示
唆
し
て
い

る
。
続
い
て
一
八
七
五
年
の
ウ
ォ
l
カ
l
対
ス
{
ピ
、
不
ッ
ト
事
件
で
も
、
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
が
反
対
意
見
を
書
い
て
、
同
じ
主
張
を
繰
り
返

え
し
(
向
。
こ
れ
が
、
明
確
な
形
を
と
9

た
の
は
、
↓
八
九
二
年
の
オ

ι
l
ル
事
件
で

b
封
。
前
の
ハ

l
ラ
ン
裁
判
官
が
、
そ
の
反
対
意
見

し
か
し
、
と
の
事
件
で
、
プ
ラ
ド
レ
イ
、

で
は
っ
き
り
と

「
修
正
一
四
条
は
同
ザ
条
な
レ
し
九
条
の
権
利
章
典
と
同
{
内
容
を
も
っ
」
と
書
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
事
件
で
は
い
、

月

l
ラ
γ
は
、
そ
の
後
も
、

一
九

O
O年
の
、

ユ
タ
に
お
け
る
八
人
の
陪

刑事手続とテ'ュー・プロセス

フ
ィ
ー
ル
ド
、
ブ
ル
l
ヲ

l
の
両
裁
判
官
も
同
調
し
て
い
る
。

審
の
適
否
が
問
題
と
な
っ
た
マ
タ
ス
ウ
ェ
ル
対
ダ
ウ
事
件
や
、
一
九

O
八
年
の
、
証
言
台
に
立
た
な
い
被
告
人
に
コ
メ

γ
ト
を
許
す
こ
と

が
、
黙
秘
権
の
侵
害
と
し
て
許
き
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
が
争
わ
れ
た
ト
ワ
イ
エ
シ
グ
事
件
で
も
、
同
じ
よ
う
な
意
見
守
}
書
い
た
十
。

こ
れ
に
続
い
た
の
が
、
戸
九
四
こ
年
の
ベ
ッ
ツ
対
ブ
ラ
デ
ィ
事
件
に
お
け
る
ブ
ラ
ッ
ク
の
少
数
意
見
で
あ
る
。
そ
の
守
フ
ラ
ッ
グ
が
、
一

九
四
七
年
め
ア
ダ
ム
ソ

Y
事
件
に
な
る
と
、
詳
細
な
意
見
を
開
陳
し
、
こ
れ
に
ダ
グ
ラ
ス
、
マ
ー
フ
ィ
ー
、
ラ
ト
リ
ッ
ジ
の
三
裁
判
官
が

加
わ
三
¥
五
対
四
と
多
数
根
に
遺
ヴ
た
の
で
、
俄
然
法
曹
の
関
心
を
よ
び
重
大
問
題
と
し
て
大
い
に
議
論
が
た
た
か
わ
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

れ

2
)
語
。
ロ
ヲ
ゎ
o
E邑
nJg
∞ロ
m
v
N印
信
宰
世
)
・

ハ
3
〉
の
五
R
u
p
r
d
F

当
a
z
A
F
'
U
6
c
-
m
w
g印
(

回

申

告

γ

(
4
〉
た
だ
、
ダ
グ
ラ
ス
は
、
ギ
デ
ィ
オ
シ
の
檎
足
意
見
で
、
乙
の
問
題
は
未
定
だ
と
し
て
、
何
日
戸

nc-
戸

吋
O
B司
宮
口
♂

ω
2
c・∞-
E
2
8
3
・

用
し
て
い
る
。

を
ヲ|
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説

(

5

)

回

5
8
F
F
E
g
R
叶一句作ゲ

(C・ω・
)
N
B
(
5
8
)
・

(
6
)
ω
-
E
m
r
g
F
B
P
F
H∞
巧
生

(C・
ω・
)
印
品
(
お
誌
)
・

(

7

)

巧
己
目
白
吋

4
・
ω
0
2
5
2・

s
c・ω・
8

3∞
叶
印
)
・
こ
れ
は
、
小
陪
審
の
審
判
を
保
障
し
た
修
正
六
条
が
州
に
適
用
が
あ
る
か
が
争
わ
れ
た
事
件
で
、
む

ろ
ん
多
数
意
見
は
否
定
的
に
解
し
て
い
る
。
大
陪
審
に
つ
い
て
も
同
様
な
判
例
が
あ
る
o

同
日
S
L
D

〈
-
p
t
F
E
F
己
c
d・ω・
臼
白

(Hge・

(
8
)
0・Z
E
-
4・
〈
め
自
己
ロ
F

H串

A
F
C
-
m
v
s
ω
(同
窓
N
)
・
禁
酒
法
違
反
に
重
い
罰
金
が
課
せ
ら
れ
た
の
を
、
「
残
虐
か
つ
異
常
な
刑
罰
」
に
あ
た
る
と
し
て
破

棄
を
求
め
た
事
件
で
あ
る
。

(
9
)
5
2巾-
-
4
・
F
F
H
a
d
-
∞-
S
E
E
-

(
叩
〉
吋

45包
括
4
・

z
g
r
sア
NHHd-ω
・
お

(HS∞)・

〈
日
〉
切
刊
神
宮
戸
図
面
向
田
子

ω忌

C
・
伊
品
目
印
(
同
富
山
刷
)
・

(
ロ
〉
〉
含
g
gロ
〈

-
P
-
F
8
5・也、・門町同・

論

t三i

そ
れ
ま
で
、

ほ
と
ん
ど
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
に
、
こ
こ
で
に
わ
か
に
論
議
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、

一
つ
は
、
両

派
が
五
対
四
と
い
う
僅
少
差
と
な
っ
て
、
人
的
構
成
の
変
貌
次
第
で
は
、
将
来
ど
う
い
う
運
命
に
な
る
か
も
わ
か
ら
な
い
か
ら
で
あ
っ
た

が
、
も
う
一
つ
は
、
ブ
ラ
ヅ
ク
が
修
正
一
四
条
の
治
革
を
引
照
し
て
、
自
己
の
主
張
を
詳
細
に
あ
と
s

つ
け
た
た
め
で
も
あ
る
。

ブ
ラ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
修
正
一
四
条
が
採
択
さ
れ
た
の
は
、

ま
さ
に
権
利
章
典
の
保
障
を
州
に
強
行
す
る
た
め
だ
っ
た
。
採
択
当
時
す

で
に
バ
ロ
ン
対
パ
ル
テ
ィ
モ
ア
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
、
提
案
者
が
こ
れ
を
知
ら
な
い
は
ず
は
な
く
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
意
識
的
に
こ

れ
を
放
て
き
す
る
つ
も
り
で
修
正
一
四
条
を
挿
入
し
た
と
解
さ
川
到
し
か
も
、
当
時
す
で
に
修
正
五
条
に
は
、
デ
ュ

l

・
プ
ロ
セ
ス
の

規
定
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
デ
ュ
l
・
プ
ロ
セ
ス
は
修
正
四
、
六
、
七
、
八
な
ど
の
権
利
章
典
の
内
容
を
包
含
す
る
と
い
う

の
が
判
例
で
あ
っ
た
。
も
し
文
言
が
同
じ
な
ら
、
反
対
の
趣
旨
が
明
確
で
な
い
か
ぎ
り
、
法
規
の
内
容
は
同
一
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
そ
う
す
る
と
、
修
正
一
四
条
は
、
採
択
当
時
か
ら
、
権
利
章
典
を
内
容
と
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
主

荷
担
し
た
の
で
あ
る
。

北法 14(3・4-180)564
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ブ
ラ
ッ
ク
が
泊
草
的
な
立
証
を
試
み
た
の
で
、
憲
法
学
者
か
ら
す
ぐ
反
論
が
で
た
。
ス
タ
ブ
フ
ォ
ー
ド
の
フ
ェ
ア
マ

γ
と
モ
リ
ソ
ゾ

は
、
同
じ
く
歴
史
的
な
文
書
・
資
料
の
類
を
丹
念
に
あ
た
っ
て
、
ブ
ラ
ッ
ク
の
見
解
は
実
証
的
で
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
は
、
シ
カ
ゴ
の
ク
ロ
ス
キ
ー
が
再
び
堂
々
た
る
反
論
を
公
に
し
が
r
ブ
且
ア
マ
ン
リ
ク
ロ
ス
キ
ー
の
批
判
・
再
批
判
は
、
お
互
に
論
点

を
浮
き
彫
り
に
し
た
鋭
い
も
の
で
あ
っ
(
問
。

こ
う
し
て
、
五
対
四
と
い
う
数
の
上
で
も
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
、
そ
し
て
ま
た
、
泊
革
的
な
証
明
を
つ
き
つ
け
ら
れ
て
、
最
高
裁
の
こ
れ

刑事手続aデュ-.プロセス

ま
で
の
デ
ュ

l

・
プ
セ
ロ
ス
に
対
ず
る
観
念
は
大
き
な
試
練
に
立
た
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
も
、
こ
れ
ま
で
と
ら
れ
た
基
準

は
、
ほ
と
ん
ど
基
準
と
し
て
の
意
義
が
な
い
ほ
ど
あ
い
ま
い
な
も
の
だ
っ
た
。
裁
判
所
が
、
こ
れ
が
デ
ュ

l

・
プ
ロ
セ
ス
だ
と
い
っ
た
も

の
が
デ
ュ

l

・
プ
ロ
セ
ス
に
な
る
と
い
う
以
上
の
も
の
で
は
な
く
、
先
例
と
し
て
の
意
義
は
弱
く
、
そ
れ
じ
た
い
に
不
安
定
な
要
素
を
内

蔵
し
て
い
た
と
さ
え
い
え
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
バ
ル
コ
事
件
で
は
、
「
秩
序
あ
る
自
由
の
観
念
に
内
在
す
る
基
本
権
」
と
い
い
、
プ
ラ

ウ

γ
事
件
で
は
、
「
わ
れ
わ
れ
の
伝
統
と
良
心
に
深
く
根
を
下
ろ
し
て
い
て
基
本
的
と
い
え
る
ま
で
に
な
っ
た
正
義
の
原
理
」
と
い
い
、
ロ

チ

γ
事
件
で
は
、
「
良
心
に

γ
ョ
ッ
グ
を
与
え
る
」
と
い
い
、
ハ

1
パ
l
ト
事
件
で
は
、
「
わ
れ
わ
れ
の
市
民
的
あ
る
い
は
政
治
的
諸
制
度

の
根
底
に
横
た
わ
る
自
由
と
正
義
の
原
則
」
と
い
っ
て
い
る
。
そ
の
い
ず
れ
も
、
修
飾
辞
で
は
あ
っ
て
も
確
固
と
し
た
基
準
で
は
な
い
と

攻
撃
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
も
、
ブ
ラ
ッ
ク
の
所
説
が
要
請
さ
れ
る
素
地
は
十
分
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

(
臼
)
も
う
一
つ
の
目
的
は
、
黒
人
と
白
人
目
に
平
等
の
権
利
を
付
与
す
る
た
め
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
当
時
す
で
に
、
ド
レ
ッ
ド
・
ス
コ
ヅ
ト

事
件
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
く
つ
が
え
そ
う
と
し
た
の
だ
と
主
張
す
る
。
円
¥-w
∞
8
3
戸
∞
自
門

-
F
L・
3
問
。
宅

(C-ω
・
)
包
ω
(同∞忽)・

(

凶

)

回

り

E
n
F
、
吋
周
回
〉
匂
9
3
5
Z
O司

4
回
開
司
o
d
同
吋
開

Z
J
Z
〉
崖
塁
宮
両
国
Z
4
9
8
∞
)
か
ら
次
の
叙
述
を
引
用
し
て
い
る
。
「
修
宣
一
四
条
第
一
世
慣
を
採
摂

し
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
目
的
が
あ
っ
た
。
一
、
権
利
章
典
(
最
初
の
八
修
正
条
項
)
を
州
に
拘
束
・
適
用
さ
せ
る
こ
と
。
一
一
、
人
権
法
を
実
効
あ
ら
し
め
る

こ
と
。
一
ニ
、
合
阜
県
国
市
民
の
要
件
を
宣
言
す
る
こ
と
。
」

(
臼
〉
冨

cg可
d
E
5
4・
F
Z
5
C昆
hFHS842320・・
gzodq・
(
C
M・
)N4NEE-
去
、

ω
言問
r
S
E
C
S
ゎ

F
e
-号
、
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ペ
同
ゾ
伊
町
呂
田

P
N
v
a
号
、
寝
ミ
SH砕
議
事
S
言
問
達
家
3
香
芝
町
内
砕
問
、
壊
認
。
、
連
事
喜
一
宮
崎
W
ミ
ミ
苦
言
選
出
帯
、
持
言
込
書
混
ぜ
p
d
A
・
円
抑
制
4
・

印

3g)山
富
良
器
M
J
P
5
普
恩
寺
言
誕
義
草
埼
事
砕
凡
凶
詮Af槍謹
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p緬。
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刃
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g
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回
忌
商
わE。g窓
g見『ヨ認5。g沼3
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s吋吋員国開
C
Eば司
2開E回
ω胃4』号4闘印:同同
5叶2同
.
H
g
r
p
ロ
富
墨
・

S
U
H
4
E
S
E
-
川
智
忽
等
著
書
。
喜
平
き
丸
山
県
w
e
g遺
書
ミ
重
量
ピ
ミ

5
3
:適
切
司
塁
。

S
3書
偽
ミ
ミ
営
き
喜
M
W
M
H
d・0島
-
V
宮司・

怠

2
8凶品目。
8
良一

a
h雪
之
骨
師
、
奪
還
a
p
首
長
崎
宣
言
当
地
場
者
予
言
、

s
h
E
潟
県
凡
な
さ
.
宣
言
ご
ま
さ
札
口
苦
言
'
凶
言
。
を
き
ミ
H
F
N
N
C
-

わ

戸

戸

-
E
4・
H
2
8舎

MV百
g
p
b
均
&
苦
情
9
3
5
E崎署
0
4
3宏司、

N
N
d・
0
国
-HKMN哲
'H
晶子
-28ee

ハ
日
)
】

V
E
e
ぐ

-
P
E恒三
5
p
g
N
d
-
m
w
ω
S
2
8
3
・

A
m
v
F
d
g
戸
豆
島
E
3
r
N
S
d・ω
-
N∞
(gg)
・
豆
、
母
昆
巾

:-Y両国
境

R
E
E
F
N
S
d・ω・
ヨ
(
同
室
)

ハ刷出》嗣
N
s
r
5
4・
P
一足
Q
B
F
ω
お
C
-
m
p
g閉
会
出

N)
・

ハ
泣
)
出
向
叶
宮
内
両
〈
・

H
-
H
U
F
S
P
N斗
N
C・m-ωHN(同誌昂)・

(お

)kr-rp
。kv・
2.戸
、
∞
む
伺
句
hvdF
「
何
回

4・
NEwmw丹

NNω
・

論

こ
れ
ら
の
事
情
を
総
合
す
る
と
、
最
高
裁
が
、
デ
ュ

i
・
プ
ロ
セ
ス
は
権
利
章
典
と
同
」
で
な
い
と
い
う
従
来
の
態
度
を
も
将
来

変
更
し
な
い
と
は
い
え
な
い
と
思
わ
れ
材
。
そ
し
て
、
た
と
え
こ
れ
を
一
応
度
外
視
L
て
も
、
近
時
の
一
連
の
判
例
が
、
実
質
的
げ
な
州
に

帥
対
し
て
‘
大
き
な
指
導
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
州
へ
の
影
響
と
い
い
指
導
力
と
い
っ
て
も
、
法
廷
に
お
け
る
手
続
、

つ
ま
り
公
判
の
諸
原
則
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ほ
ギ
六

き
な
問
題
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
例
え
ば
、
弁
護
権
で
あ
る
が
、
デ
ュ
l
・
プ
ロ
セ
ス
が
要
求
す
る
程
度
の
保
障
は
、
す
ぜ
に
多

4
の

州
で
十
分
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
暴
徒
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
た
判
決
が
フ
ェ
ア
・
ト
ラ
イ
ア
ル
に
反
す
る
こ
と
も
、
異
論
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
法
廷
外
の
問
題
喝

つ
ま
り
主
と
し
て
捜
査
の
活
動
に
関
し
て
は
、
最
高
裁
の
判
例
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
、
深
刻
で
あ

り
は
か
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の
面
で
は
、
州
の
中
に
は
、

ま
だ
ま
だ
遅
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
、
川
の
手
続
を
改
革
し

指
導
す
る
点
で
、
最
高
裁
は
、
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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捜
査
に
関
し
て
は
、
供
述
証
拠
の
採
取
へ
の
規
制
と
し
て
も
自
由
の
法
蹴
が
あ
る
。
物
的
註
拠
の
収
集
に
対
す
る
規
則
と
L
て
も
捜
索
'

押
収
と
そ
の
証
拠
能
力
の
法
則
が
あ
る
。
こ
う
し
て
、
寵
拠
の
撮
取
に
つ
い
て
は
全
面
的
な
コ
シ
ト
ロ
ー
ル
が
及
ん
で
い
る
。
そ
し
て
ま

た
、
捜
索
・
押
収
は
多
く
逮
捕
に
伴
う
か
ら
、
証
拠
の
排
除
法
刷
用
は
、
逮
捕
の
合
法
・
違
法
の
基
準
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
被
疑
者
ー
の
拘
禁
と
事
拠
の
収
集
と
い
う
捜
査
の
ほ
と
ん
ど
一
切
の
活
動
が
、
デ
ュ
1

・
プ
ロ
セ
ス
前
日

要
議
に
し
ば
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
最
高
裁
は
、
捜
査
の
金
域
に
わ
た
っ
て
‘
そ
の
手
続
の
近
代
化
に
大
き
な
責
任
を
負
っ
て
い
る
と
い
え

る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
‘
捜
査
は
具
体
的
状
況
に
応
じ
て
臨
機
応
変
に
、
か
つ
隠
密
機
敏
に
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
事
後
的
一
な
法
的
な

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
服
し
に
く
い
と
い
う
性
格
を
も
っ
。
し
た
が
っ
て
、
こ
ま
か
い
技
術
的
な
点
ま
で
外
部
か
ら
規
制
し
よ
う
と
す
る
の

は
、
こ
と
の
本
質
に
合
致
し
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
憲
法
が
国
民
の
人
権
を
守
る
た
め
に
、
文
明
的
な
正
義
の
大
綱
を
た
て

そ
れ
を
維
持
す
る
よ
う
努
め
る
の
が
当
然
の
義
務
で
あ
る
。
し
か
も
、
刑
事
手
続
は
、
し
き
た
り
の
あ
る

制
度
で
あ
り
、
運
用
す
る
人
を
前
提
に
す
る
。
そ
し
て
、
真
実
を
発
見
し
犯
人
を
処
罰
す
る
と
い
う
大
義
名
分
が
あ
る
か
ら
、
右
の
人
権

の
保
障
の
た
め
に
ほ
、
法
律
が
整
備
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
必
ず
し
も
十
分
で
な
く
、
裁
判
の
強
行
的
な
効
力
(
例
え
ば
、
証
拠
排
除
と

た
以
上
、
裁
判
所
と
し
て
は
、

刑事手続主デユー・プロセス

ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所

が
、
判
例
と
い
う
か
た
ち
で
、
州
の
刑
事
司
法
の
新
し
い
形
成
に
寄
与
し
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
て
、
必
要
性
と
合
理
性
に
支
持
容
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
問
題
を
考
え
て
い
く
場
合
に
も
、
十
分
他
山
の
石
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

か
公
訴
棄
却
)
に
よ
る
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
方
法
が
必
要
で
も
あ
り
、
結
局
そ
れ
が
相
当
だ
と
い
う
場
合
が
多
い
。

(

川

口

)

ミ
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w
2
4・
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d
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